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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年6月3日(2010.6.3)

【公開番号】特開2008-264280(P2008-264280A)
【公開日】平成20年11月6日(2008.11.6)
【年通号数】公開・登録公報2008-044
【出願番号】特願2007-112583(P2007-112583)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３２Ｂ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２４Ｃ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２５　

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月15日(2010.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体の払出しを行う払出手段を備えた遊技機であって、
　前記払出手段から払出されるべき遊技媒体の払出予定個数情報を把握する予定個数把握
手段と、
　前記払出手段から払出された遊技媒体の払出完了個数情報を把握する完了個数把握手段
とを備えていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記払出予定個数情報に基づく信号を外部出力する予定個数情報出力手段と、
　前記払出完了個数情報に基づく信号を外部出力する完了個数情報出力手段とを備えてい
ることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記払出予定個数情報に基づく信号を外部出力するための出力端子部と、
　前記払出完了個数情報に基づく信号を外部出力するための出力端子部とをそれぞれ個別
に備えていることを特徴とする請求項２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記払出予定個数情報に基づく信号の出力形態と、前記払出完了個数情報に基づく信号
の出力形態とを合わせる出力調整手段を備えていることを特徴とする請求項２又は３に記
載の遊技機。
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